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研
究
ノ
ー
ト岐
阜
に
お
け
る
南
頻
派
の
広
が
り

|
B

比
野
鶴
翁
と
弟
子
•
鶴
嬌
の
活
動
か
ら
ー

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
山
田
鶴
洲
、
鶴
亭

は
じ
め
に
I
先
行
研
究

南
禎
派
と
は
江
戸
時
代
中
期
、
沈
南
禎
(
-
六
八
ニ
ー
）
の
来
日
を
契
機
に

生
ま
れ
た
鮮
や
か
な
色
彩
と
細
緻
な
筆
法
を
特
色
と
す
る
画
派
で
、
諸
大
名
に

愛
好
者
が
多
く
、
ま
た
、
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
美
濃
地
方
に
お

い
て
も
、
京
坂
地
方
で
活
躍
し
た
鶴
亭
に
学
ん
だ
山
田
鶴
洲
(
-
七
四
四
I

一
八

0
三
）
が
帰
郷
し
、
南
禎
派
を
弟
子
た
ち
に
伝
え
た
た
め
、
山
田
鶴
洲
お

よ
び
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
絵
画
作
品
が
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
鶴
亭
と
鶴
洲

の
師
弟
関
係
は
世
間
に
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
『
画
乗
要
略
』
（
白
井
華
陽
編
、

天
保
三
年
[
-
八
三
二
]
刊
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

鶴
洲
が
鶴
亭
の
高
弟
で
あ
る
こ
と
は
宮
島
新
一
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
、
ま
た
、
『
黄
漿
ー
禅
と
美
術
』
展
図
録
（
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
、

一
九
九
二
年
）
、
お
よ
び
『
花
と
鳥
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
展
図
録
（
神
戸
市

立
博
物
館
、
一
九
九
三
年
）
で
も
作
品
紹
介
中
に
簡
単
な
略
歴
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

木

下

明

日

香

鶴
洲
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
は
白
水
氏
の
論
考
に
詳
し
い
が
、

筆
者
は
平
成
二
十
三
年
（
二

0
-
―
)
六
月
に
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
で
の
特
集

陳
列
「
岐
阜
の
南
禎
派
絵
画
」
（
平
成
二
三
年
六
月
二
十
四
日
ー
七
月
二
十
四
日
）

を
行
う
に
あ
た
り
、
岐
阜
市
周
辺
の
寺
院
に
お
い
て
若
干
の
調
在
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
そ
の
調
介
内
容
の
中
か
ら
、
日
比
野
鶴
翁
と
、
そ
の
弟
子
鶴
縞
に
関

連
す
る
調
杏
結
果
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
岐
阜
で
の
特
集
陳
列
の
後
、
『
若
芝
と
鶴
亭
』
展
図
録
（
神
戸
市
博

物
館
、
二

0
-
―
年
）
で
も
鶴
洲
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
鶴
洲
の
存
在
は

岐
阜
以
外
で
も
認
知
さ
れ
て
い
る
。

一
、
山
田
鶴
洲
と
そ
の
弟
子
た
ち

岐
阜
で
の
南
救
派
の
広
ま
り
は
山
田
鶴
洲
の
婦
郷
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
。
こ

の
山
田
鶴
洲
と
、
「
鶴
」
の
字
を
受
け
継
い
だ
三
人
の
高
弟
•
矢
島
鶴
仙

（
一
七
五
五
ー
一
八
二
六
）
、
日
比
野
鶴
翁
(
-
七
六
四
ー
一
八
四
七
）
、
松
波
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鶴
山
(
-
七
六
九
ー
一
八
五
五
）
に
つ
い
て
の
事
蹟
を
白
水
氏
の
論
考
に
そ
っ

て
再
確
認
す
る
。

籠
大
仏
で
著
名
な
正
法
寺
（
岐
阜
市
）
に
鶴
洲
の
墓
が
あ
り
、
そ
の
墓
碑

銘
に
よ
れ
ば
鶴
洲
は
、
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
絵
画
を
好
み
、
鶴
亭
の
墨
竹
図
を
見

て
心
動
か
さ
れ
た
た
め
、
師
事
す
る
こ
と
を
熱
望
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
両
親

の
反
対
に
あ
い
、
成
長
し
た
の
ち
、
両
親
に
許
さ
れ
て
鶴
亭
の
門
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
。
老
齢
に
な
っ
て
も
画
法
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
故
郷
で
、
弟
子
を

と
っ
て
画
法
を
教
え
、
ま
た
、
絵
を
請
う
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

鶴
洲
が
帰
郷
し
た
の
は
、
天
明
四
年
(
-
七
八
四
）
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
墓
碑
銘
の
末
尾
に
あ
る
通
り
、
こ
の
墓
碑
は
七
回
忌
に
あ
た
っ
て
弟
子
た

ち
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
寄
進
者
は
先
に
あ
げ
た
一
二
名
を
含
む
十
二

名
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
。
墓
碑
に
は
弟
子
た
ち
の
氏
名
と
と
も
に
居
住
地
と
思

わ
れ
る
地
名
も
記
さ
れ
て
お
り
、
弟
子
た
ち
が
現
在
の
岐
阜
市
内
と
そ
の
周
辺

部
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
に
は
鶴
洲

が
「
野
子
剛
」
と
い
う
弟
子
の
た
め
に
描
い
た
絵
手
本
帖
が
所
蔵
さ
れ
、
墓
碑

銘
に
「
各
方
社
中
諸
生
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
か
な
り
の
数
の
弟
子
お
よ

び
孫
弟
子
が
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

墓
碑
銘
の
筆
頭
に
名
の
あ
が
る
一
二
人
の
弟
子
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、

ま
ず
、
「
鷺
山
僧
一
円
」
と
は
、
鷺
山
に
あ
る
法
光
寺
の
僧
で
矢
島
一
円
と

い
い
、
鶴
仙
と
名
乗
っ
た
。
墓
碑
銘
の
筆
頭
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
鶴
洲
一
門
の

ま
と
め
役
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
法
光
寺
に
は
、
関
羽
像
を

鮮
や
か
な
色
彩
で
描
い
た
二
曲
一
隻
屏
風
と
、
墨
と
淡
彩
で
描
い
た
鶏
図
な
ど

六
枚
の
絵
が
残
さ
れ
て
い
る
。
六
枚
の
内
で
も
、
仙
人
と
蝶
を
描
い
た
作
品
は
、

寛
政
三
年
(
-
七
九
一
）
の
年
紀
を
も
ち
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
絵
を
描
き
は

じ
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
「
高
田
日
比
野
亮
」
は
、
養
老
郡
高
田
の
人
で
、
名
は
清
蔵
、
景
亮
、

字
は
公
明
、
鶴
翁
と
号
し
た
。
同
時
代
の
画
史
で
あ
る
『
画
乗
要
略
』
に
は
、

鶴
亭
の
画
系
を
継
ぐ
人
物
と
し
て
、
鶴
洲
、
さ
ら
に
そ
の
弟
子
と
し
て
鶴
翁
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
景
陽
寺
（
養
老
町
）
に
は
、
鶴
翁
の
描
い
た
と
み
ら
れ
る

襖
絵
八
面
が
遺
さ
れ
、
養
老
町
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
金
地
に
花
鳥

を
色
鮮
や
か
に
描
く
、
迫
力
あ
る
大
画
面
作
品
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
養
老
町
・

室
原
に
あ
る
井
畑
軸
に
も
鶴
翁
の
絵
が
の
こ
さ
れ
、
同
じ
く
町
の
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
。

松
波
鶴
山
は
、
加
納
本
町
の
人
で
、
松
波
文
右
衛
門
と
い
い
、
邦
章
、
慶
翁

な
ど
と
号
し
た
。
『
加
納
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
文
政
十
年
(
-
八
二
七
）
に
は

庄
屋
役
と
な
り
、
天
保
六
年
(
-
八
三
五
）
に
剃
髪
し
、
作
画
だ
け
で
な
く
、

築
刻
や
俳
諧
な
ど
に
も
親
し
ん
で
い
た
。
加
納
宿
の
宿
老
で
漢
詩
人
の
宮
田
購

台
と
も
親
交
が
あ
り
、
嘘
台
が
鶴
山
の
六
十
オ
を
祝
う
た
め
に
詠
ん
だ
詩
が
残
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さ
れ
て
い
る
。

二
、
景
陽
寺
所
蔵
日
比
野
鶴
翁
作
品

こ
の
弟
子
た
ち
の
う
ち
、
日
比
野
鶴
翁
と
弟
子
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
は
未

調
査
の
部
分
が
多
か
っ
た
。
鶴
翁
の
襖
絵
が
あ
る
景
陽
寺
に
お
け
る
調
査
で
は
、

い
く
つ
か
の
新
出
作
品
も
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
場
に
て
紹
介

し
た
い
。

ま
ず
、
以
前
よ
り
知
ら
れ
、
養
老
町
の
指
定
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
花
鳥

図
襖
八
面
（
図

l
)
で
あ
る
が
、
紙
本
金
地
着
色
の
縦
一
八
ニ
・
八
Cm
、
横



八
七
・
ニ
Cm

で
あ
り
、
現
在
は
書
院
に
柱
を
は
さ
ん
で
四
面
ず
つ
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、
元
は
四
面
ず
つ

L
字
型
に
配
置
さ
れ
、
本
堂
に
あ
っ
た
と
い
う
。
上

部
八
セ
ン
チ
ほ
ど
金
箔
が
継
が
れ
た
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。
落
款
•
印
章
は
な

い
も
の
の
、
景
陽
寺
は
鶴
翁
と
縁
の
深
い
寺
院
で
あ
り
、
か
つ
、
鶴
翁
の
伝
存

作
品
も
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
南
禎
派
に
特
徴
的
な
綬
帯
鳥
を

鮮
や
か
な
色
彩
で
描
く
手
法
等
か
ら
、
鶴
翁
以
外
の
筆
者
を
考
え
づ
ら
い
こ
と

か
ら
、
鶴
翁
筆
と
み
な
す
の
は
妥
当
で
あ
る
。

大
画
面
で
も
モ
チ
ー
フ
が
破
た
ん
す
る
こ
と
な
く
構
成
さ
れ
、
細
部
ま
で
細

や
か
に
描
き
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
鶴
翁
の
代
表
作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

松
の
枝
に
と
ま
る
綬
帯
鳥
の
描
き
方
は
、
鶴
翁
筆
「
仏
手
柑
に
綬
帯
鳥
図
」
（
岐

阜
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
（
図
2
)
の
綬
帯
鳥
の
形
態
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
鶴
翁
筆
「
仏
手
柑
に
綬
帯
鳥
図
」
は
、
鶴
洲
の
描
い
た
「
仏
手
柑

に
綬
帯
鳥
図
」
（
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
）
に
構
図
・
モ
チ
ー
フ
が
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
襖
絵
に
お
け
る
松
な
ど
の
描
き
か
た
は
南
禎
派
と
は
い
い
が
た
く
、
大

画
面
の
絵
画
を
描
く
に
あ
た
り
、
鶴
翁
が
師
の
鶴
洲
か
ら
受
け
継
い
だ
技
法
や

モ
チ
ー
フ
を
使
用
し
な
が
ら
も
、
他
の
画
派
か
ら
も
学
習
し
、
吸
収
し
て
い
っ

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
景
陽
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
鶴
翁
筆
、
お
よ
び
鶴
翁
筆
の
可
能
性
が

高
い
作
品
四
点
を
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
一
点
目
は
、
鶴
翁
の
落
款
•
印
章
が
捺

さ
れ
る
六
曲
一
隻
の
蘭
竹
菊
・
葡
萄
図
押
絵
貼
屏
風
（
図
3
)
で
あ
る
。
竹
、
蘭
、

葡
萄
、
菊
を
描
く
六
図
か
ら
な
り
、
「
養
老
山
陰
鶴
翁
亮
」
な
ど
の
落
款
が
記

さ
れ
て
い
る
。
右
か
ら
数
え
て
第
二
扇
目
に
は
「
養
老
山
陰
八
十
二
齢
鶴
翁

亮
」
と
あ
り
、
鶴
翁
が
八
十
二
歳
の
と
き
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
に
あ
た
る
。
鶴
翁
は
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
に
没
し
て
い
る
の
で
晩
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
押
絵
貼
屏
風
が
描
か
れ
た
翌
年
の
弘
化
三
年
(
-
八
四
六
）
に
描
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
「
龍
・
墨
梅
図
衝
立
」
（
図
4
)
で
あ
る
。
一
面
に
は

龍
図
が
、
も
う
一
面
に
は
梅
図
が
描
か
れ
た
衝
立
一
基
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

落
款
•
印
章
が
あ
り
、
龍
図
に
は
、
「
八
十
有
三
鶴
翁
亮
」
、
梅
図
に
は
「
八
十
一
―
―

齢
鶴
翁
亮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鶴
翁
八
十
三
歳
に
あ
た
る
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
に
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
梅
の
モ
チ
ー
フ
は
鶴
翁
の
師
・

鶴
洲
が
描
い
た
「
梅
に
夙
々
鳥
図
」
、
「
梅
に
小
禽
図
」
（
い
ず
れ
も
神
戸
市
立

博
物
館
所
蔵
）
に
例
が
あ
り
、
鶴
洲
か
ら
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
方
の
龍
は
南
禎
派
で
描
か
れ
る
例
が
あ
ま
り
な
く
、
花
鳥
図
襖
絵
に
お
け

る
松
の
描
写
と
同
様
、
龍
の
描
き
方
も
他
の
画
派
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
狩
野
派
等
の
他
派
に
よ
る
絵
画
の
摸
写
等
に
よ
っ
て
学
ん
だ
の
か
、

あ
る
い
は
、
直
接
師
事
し
て
学
ん
だ
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
鶴
洲
が
没
し
た

の
は
享
和
三
年
(
-
八

0
1
―
-
）
で
、
鶴
翁
が
没
し
た
の
は
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
師
が
没
し
て
後
、
四

0
年
余
の
間
に
、
別
の
画
派
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か
ら
学
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

残
る
二
点
は
鶴
翁
の
落
款
•
印
章
は
な
い
も
の
の
、
鶴
翁
筆
の
可
能
性
が
高

い
作
品
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
「
芭
蕉
に
群
鶴
図
」
襖
二
面
で
あ
る
。
金
箔
を
散

ら
し
た
背
景
に
、
芭
蕉
を
墨
で
描
き
、
手
前
に
鶴
の
群
れ
を
着
彩
で
描
い
た
作

品
で
あ
る
。
鶴
翁
や
鶴
洲
が
鶴
を
描
い
た
例
は
他
の
確
認
で
き
な
い
が
、
細
部

に
わ
た
る
濃
密
な
描
き
方
か
ら
、
鶴
翁
筆
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

同
じ
く
落
款
•
印
章
は
な
い
も
の
の
、
板
戸
二
面
に
「
墨
竹
図
」
（
図

5
)
が

描
か
れ
て
い
る
。
ま
る
で
幕
を
逆
さ
に
し
た
か
の
よ
う
な
大
胆
な
形
象
と
、
竹

の
節
を
円
で
表
現
す
る
墨
竹
図
は
、
鶴
翁
筆
「
月
下
墨
竹
図
」
（
図
6
)
（
岐
阜



市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
に
非
常
に
近
似
し
て
い
る
。
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
の
墨

竹
図
に
は
「
八
十
三
齢
鶴
翁
亮
」
の
落
款
が
あ
り
、
衝
立
と
同
じ
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
に
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
板
戸
も
晩
年
に
描
か
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
帯
の
よ
う
な
墨
竹
図
は
、
黒
田
泊
庵
筆
「
一

竿
掃
天
図
」
に
も
例
が
あ
る
。
黒
田
泊
庵
は
一
説
に
鶴
亭
に
学
ん
だ
と
あ
り
、

鶴
亭
か
ら
こ
の
よ
う
な
墨
竹
図
を
学
ん
で
描
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
鶴
洲
を
経

て
鶴
翁
が
同
様
の
墨
竹
図
を
描
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

白
水
氏
は
、
鶴
洲
ら
南
禎
派
は
そ
の
後
、
岐
阜
で
巻
き
起
っ
た
南
画
に
吸
収

さ
れ
て
い
っ
た
と
結
論
づ
け
て
お
り
、
筆
者
も
そ
の
意
見
に
賛
同
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
鶴
洲
が
岐
阜
に
伝
え
た
南
頻
派
の
技
法
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
細
密
な
描
写
を
特
徴
と
す
る
濃
密
な

着
彩
画
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
墨
で
竹
や
蘭
な
ど
を
描
く
、
文
人
画
に
近

い
描
き
方
に
よ
る
墨
画
で
あ
る
。
後
者
は
、
南
画
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、

ま
た
会
得
す
る
の
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
の
南
画
ブ
ー
ム
に

乗
り
、
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
鮮
や
か
な
着
色
画
は
ど

こ
に
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
、
鶴
峨
に
よ
る
襖
絵

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
岐
阜
市
長
良
の
某
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
襖
絵
六
面

（
図7
)
で
あ
る
。
「
籠
に
菊
•
秋
海
棠
図
」
二
面
、
「
太
湖
石
・
牡
丹
に
雉
図
」

二
面
、
「
柳
・
菊
に
鶏
図
」
の
二
面
で
、
い
ず
れ
も
金
箔
地
に
着
彩
で
描
か
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
襖
絵
六
面
を
含
め
た
鶴
洲
•
鶴
翁
•
鶴
嬌
作
品
に
つ
い
て
は
表

（
資
料
l
)
に
ま
と
め
た
。

「
籠
に
菊
・
秋
海
棠
図
」
に
は
落
款
が
あ
り
、
「
甲
午
秋

B

鶴
嬌
山
人
写
」

と
読
め
る
。
ま
た
、
「
鶴
峨
」
朱
文
方
印
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
『
岐
阜
県
日
本

画
郷
土
作
家
・
画
人
名
簿
』
（
昭
和
五
十
五
年
[
-
九
八

O
J
、
美
濃
南
画
会
）

に
よ
れ
ば
、
鶴
峨
は
養
老
郡
高
田
の
人
で
、
師
は
鶴
翁
だ
と
い
う
。
「
鶴
」
の

字
を
受
け
継
ぐ
こ
と
や
、
比
較
的
鮮
や
か
な
色
彩
を
使
用
し
て
細
緻
な
描
写
を

試
み
て
い
る
画
風
か
ら
考
え
て
も
、
鶴
矯
を
鶴
翁
の
流
れ
を
く
む
画
家
と
位
置

付
け
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
。
鶴
翁
の
弟
子
だ
と
す
る
と
、
甲
午
は
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
、
鶴
翁
の
在
世
中
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
「
籠
に
菊
・
秋
海
棠
図
」

は
、
狩
野
派
で
よ
く
描
か
れ
る
画
題
で
あ
り
、
南
頑
派
と
も
言
い
切
れ
な
い
、

不
思
議
な
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
鶴
矯
は
南
禎
派
と
狩
野
派
両
方
の
影
響
を
受

け
た
画
家
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
生
ま
れ
る
推
測
は
、
鶴

矯
は
鶴
翁
と
狩
野
派
の
画
家
両
方
に
学
ん
だ
か
、
あ
る
い
は
、
鶴
翁
が
景
陽
寺

に
遺
し
た
襖
絵
に
は
南
頻
派
以
外
の
描
き
方
も
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
鶴
翁

が
す
で
に
他
の
画
派
か
ら
技
法
を
何
ら
か
の
方
法
で
学
び
と
っ
て
お
り
、
そ
の

画
法
を
鶴
嬌
へ
伝
え
た
と
も
考
え
う
る
。

た
だ
し
、
鶴
縞
の
「
籠
に
菊
・
秋
海
棠
図
」
を
見
る
限
り
、
独
学
で
学
ん
だ

と
は
考
え
づ
ら
い
。
他
の
地
域
で
鶴
翁
あ
る
い
は
鶴
嬌
が
狩
野
派
の
画
家
に
直

接
学
ん
だ
か
、
狩
野
派
を
学
ん
だ
他
の
絵
師
が
岐
阜
に
滞
在
し
、
そ
の
際
に
狩

野
派
の
技
法
を
学
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
景
陽
寺
と
某
寺
の
二
寺
院
の
襖
絵
に
つ
い
て
着

H
し
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
の
二
寺
院
の
み
襖
に
絵
が
描
か
れ
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
く
、
そ
れ
ら
の

襖
絵
を
描
く
た
め
に
、
幾
人
か
の
画
家
が
他
の
地
方
よ
り
岐
阜
に
滞
在
し
て
い

た
か
、
岐
阜
出
身
の
画
家
が
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
岐
阜

で
は
南
頑
派
と
南
画
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
岐
阜
の
絵



画
制
作
の
活
動
は
も
っ
と
裾
野
が
広
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

江
戸
時
代
中
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
南
頑
派
は
、
京
坂
地
方
で
活
躍
し
た
鶴

亭
に
学
ん
だ
山
田
鶴
洲
に
よ
っ
て
岐
阜
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
山
田
鶴
洲
は
多
く

の
弟
子
を
抱
え
、
中
で
も
一
テ
一
人
の
高
弟
•
矢
島
鶴
仙
、
日
比
野
鶴
翁
、
松
波
鶴

山
の
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
鶴
洲
と
そ
の
一
門
の
意
義
は
、

当
時
最
新
の
南
頻
派
の
画
風
を
美
濃
地
方
に
広
め
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀

に
か
け
て
、
プ
ロ
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
ま
で
を
含
む
、
こ
の
地
域
の
庶
民
に
依
る

は
じ
め
て
の
絵
画
活
動
を
起
こ
し
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
後
、
南
頑
派
の
活
動

は
後
の
南
画
の
隆
盛
の
中
で
吸
収
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
日
比
野
鶴
翁
作
品
と
そ
の
弟
子
と
目
さ
れ
る
鶴
嬌
作
品
の
調
査
・

分
析
か
ら
、
山
田
鶴
洲
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
南
禎
派
の
画
法
は
大
き
く
二

つ
に
分
類
さ
れ
、
文
人
画
（
南
画
）
に
共
通
す
る
部
分
の
多
い
水
墨
画
技
法
は

南
画
へ
と
吸
収
さ
れ
、
も
う
ひ
と
つ
の
濃
彩
で
細
密
に
描
く
着
色
画
技
法
に
つ

い
て
は
、
他
の
画
派
に
よ
る
技
法
（
お
そ
ら
く
狩
野
派
）
を
吸
収
し
な
が
ら
鶴

翁
、
鶴
嬌
へ
細
々
と
な
が
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
鶴
緞
の
生

没
年
は
不
明
だ
が
、
天
保
年
間
の
襖
絵
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
鶴
翁
の
弟
子

で
あ
る
こ
と
か
ら
お
そ
ら
く
活
躍
期
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
で

あ
ろ
う
。
鶴
縞
に
も
弟
子
が
い
た
と
す
れ
ば
、
近
代
以
降
に
も
影
響
を
与
え
た

こ
と
に
な
る
。

岐
阜
で
絵
画
と
い
え
ば
南
頻
派
と
南
画
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
江

戸
時
代
、
今
回
と
り
あ
げ
た
二
寺
院
以
外
に
も
何
ら
か
の
絵
画
は
描
か
れ
て
い

た
は
ず
で
あ
り
、
岐
阜
に
お
け
る
絵
画
界
に
は
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
事
も

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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資料 1

筆者 作品名 制作年 所蔵 員数 主な掲載文献

山田鶴洲 花鳥図 寛政九年 (1797) 岐阜市歴史博物館 一双
『館蔵品図録絵画 I南瓶派・

南画派』

山田鶴洲 百花図 岐阜市歴史博物館 三帖 岐阜市歴史博物館紀要 13

山田鶴洲 松下仙人図 天明二年 (1782) 岐阜市歴史博物館 一幅
『館蔵品図録絵画 I南頭派・

南画派』

山田鶴洲 木蓮に白鵬図 寛政十年 (1798) 岐阜市歴史博物館 一幅
『館蔵品図録絵画 I南頭派・

南画派』

山田鶴洲 梅に夙々鳥図 安永九年 (1780)神戸市立博物館 一幅 『若芝と鶴亭』展図録

山田鶴洲 梅に小禽図 神戸市立博物館 一幅 『若芝と鶴亭』展図録

山田鶴洲 仏手柑に綬帯鳥図 神戸市立博物館 一幅 『若芝と鶴亭』展図録

山田鶴洲 唐子布袋図 天明元年 (1781) 円照寺 岐阜市歴史博物館紀要 13

日比野鶴翁 仏手柑に綬帯鳥図 文政八年 (1825) 岐阜市歴史博物館 一幅
『館蔵品図録絵画 I南頻派・

南画派』

日比野鶴翁 月下墨竹図 弘化三年 (1846) 岐阜市歴史博物館 一幅

日比野鶴翁 蘭竹菊・葡萄押絵貼屏風 弘化二年 (1845)景陽寺 六曲一隻

日比野鶴翁 龍・墨梅図衝立 弘化三年 (1846) 景陽寺 一基

日比野鶴翁 花鳥図襖 景陽寺 八面

日比野鶴翁力 墨竹図（板戸） 景陽寺 二面

日比野鶴翁力 芭蕉に群鶴図 景陽寺 二面

鶴嬌 籠に菊•秋海棠図襖 天保五年 (1834)某寺 二面

鶴嬌 太湖石・牡丹に雉図襖 天保五年 (1834)某寺 二面

鶴嬌 柳・菊に鶏図襖 天保五年 (1834) 某寺 二面

鶴洲・鶴翁• 鶴嬌関連作品

註(
l
)
宮
島
新
一

「
三
都
に
お
け
る
南
禎
画
風
の
流
伝
」
『
大
和
文
華
』
七
三
号

一
九
八
五
年
。

(
2
)
白
水
正
「
美
濃
の
南
頻
派
ー
鶴
洲
と
そ
の
一
門
」
『
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第

十
三
号
、

一
九
九
九
年
。

(
3
)
「
鶴
洲
墓
碑
文
」
（
白
水
氏
前
掲
註

(
2
)
論
文
。
）

鶴
洲
居
士
碑

畑
維
龍
銘
井
序

平
安

居
士
諒
善
農
字
登
穀
岐
阜
人
氏
族
本
山
田
有
故
冒
張
氏
号
鶴
洲
性
嗜
画
年
甫
八
歳
見
鶴
亭

禅
師
墨
竹
甚
喜
之
不
舎
欲
親
就
其
人
学
画
謀
之
子
父
屏
父
栂
以
其
幼
不
許
後
切
請
遊
鶴
亭

之
門
父
母
遂
許
之
師
始
在
江
都
後
掛
錫
子
浪
華
益
相
親
炎
焉
雖
其
射
迫
頗
齢
不
変
師
法
在

其
郷
也
以
画
授
門
生
甚
多
有
請
画
者
則
録
其
名
氏
応
其
需
終
身
不
蓄
妻
妾
平
素
断
菅
肉
熱

王
右
丞
之
風
愛
林
和
靖
之
友
年
少
而
為
孤
在
家
幹
盤
子
兄
氏
其
弟
元
長
遊
京
師
学
医
子
先

子
之
門
自
婦
其
郷
与
仲
氏
侍
養
其
母
氏
兄
弟
友
愛
兄
善
画
弟
善
詩
廃
黄
相
娯
居
士
壮
年
祝

髪
即
□
鶴
亭
禅
師
之
衣
鉢
居
恒
帰
依
菅
神
観
音
大
士
距
岐
阜
十
里
而
北
有
長
滝
観
音
侮
月

住
賽
之
拮
香
火
不
据
怠
街
上
児
童
皆
識
其
面
其
為
人
滑
白
無
所
嗜
但
嗜
画
已
享
和
癸
亥
冬

十
二
月
七
日
病
没
享
年
五
十
九
没
後
家
無
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長
物
褥
上
留
丹
青
具
耳
元
長
具
其
状
属
余
求

銘
乃
紀
之
為
銘
日

山
含
丹
抹

水
施
緑
姻
幽
而
克
貞

温
而
克
堅
斯
人
遊
戯
維
画
維
禅

蜆
骨
化
仙

文
化
七
年
歳
在
庚
午
暮
秋
之
初

鷺
山
僧
一
円
、
高
田

神
不
滅

松
波
邦
章
、
笠
松

内
藤
冗
保
、
揖
斐

田
中
欽
若
、
揖
斐

松
井
宗
朋
、
大
桑

日
比
野
亮
、
加
納

横
山
世
年
、
笠
松

野
田
忠
水
、
長
良

青
木
公
達
、
各
方
諸
生 大
野

道
常
、
岐
阜

加
野
知
雄
、
同
前

日
比
野
芳
秀
、
日
置
江

右

弟
子
等
喜
捨
建
之

祠
堂
財
寄
付

(
4
)
昭
和
三
十
五
年
五
月
一
日
指
定
。

(
5
)
第
二
扇

蘭

「
養
老
山
陰
鶴
翁
亮
」
「
日
亮
」
白
文
方
印
「
公
明
」
白
文
方
印
「
鶴
翁
」
朱
文
方
印



第
二
扇
葡
萄
図

「
養
老
山
陰
八
十
二
齢

鶴
翁
亮
」
「
景
亮
之
印
」
白
文
方
印
「
鶴
翁
」
朱
文
方
印

第
三
扇

菊
図

「
八
十

八
十
二
齢
鶴
翁
亮
」
「
景
亮
之
印
」
白
文
方
印
「
鶴
翁
」
朱
文
方
印

第

四

扇

竹

図

「
鶴
翁
亮
」
「
景
亮
之
印
」
白
文
方
印
「
鶴
翁
」
朱
文
方
印

第

五

扇

菊

図

「
鶴
翁
山
人
亮
」
「
景
亮
之
印
」
白
文
方
印
「
鶴
翁
」
朱
文
方
印

第

六

扇

竹

図

「
日
亮
」
白
文
方
印
「
鶴
翁
」
朱
文
方
印

(
6
)
『
神
戸
・
淡
路
・
鳴
門
近
世
の
画
家
た
ち
』
（
神
戸
市
立
博
物
館
、

一
九
九
八
年
）
掲
載
。

[
附
記
]

本
稿
は
平
成
二
十
三
年
（
二

0
1
―
)
六
月
に
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
で
の
特
集
陳
列
「
岐
阜

の
南
瀕
派
絵
画
」
（
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日
—
七
月
二
十
四
日
）
と
、
期
間
中
に
行
っ
た

土
曜
講
座
「
岐
阜
と
南
頻
派
の
花
鳥
画
」
の
内
容
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
修
正
を
お
こ
な
っ
た

も
の
で
す
。
貴
重
な
ご
寺
宝
の
調
査
お
よ
び
本
稿
へ
の
掲
載
の
許
可
を
賜
り
ま
し
た
景
陽
寺
、

岐
阜
市
長
良
の
某
寺
の
皆
様
、
お
よ
び
展
示
準
備
の
際
に
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
犬
山
城
白
帝

文
庫
主
任
学
芸
員
白
水
正
氏
、
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
稲
川
由
利
子
氏
に
心
よ
り
感
謝
し

ま
す
。木

下
明
日
香
（
き
の
し
た
•
あ
す
か
）

二
0
0
六
年
神
戸
大
学
文
学
部
卒
業

二
0
0
八
年
神
戸
大
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

二
0
0
八
年
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
社
会
動
態
専
攻
入
学

二
0
1
0年
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員

二
0
―
二
年
茶
道
資
料
館
学
芸
員
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図2 日比野鶴翁筆「仏

手柑に綬帯鳥図」

（岐阜市歴史博物

館所蔵）

第六扇 第五扇

図1 日比野鶴翁筆「花鳥図襖」八面（景陽寺所蔵）

第四扇 第三扇 第二扇

図3 日比野鶴翁筆「蘭竹菊・葡萄図押絵貼屏風」（景陽寺所蔵）
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第一扇



JS 

墨梅図・落款部分

龍図•落款部分

「龍・墨梅図衝立」のうち「梅図」

「龍・墨梅図衝立」のうち「龍図」

図4
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図5 「墨竹図」（板戸二面）（景陽寺所蔵）

落款部分

図6 鶴翁筆「月下墨竹図」（岐阜市歴史博物館所蔵）
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「籠に菊•秋海棠図」二面 「柳•菊に鶏図」二面

「簸に菊•秋海棠図」落款部分 「太湖石・牡丹に雉図」二面

図7
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